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I.は じめに

　遺伝子組換え食品については、平成13年4月1日 か ら、

食品衛生法により遺伝子組換え食品の安全性審査が義務

化 され、安全性が審査 されていない遺伝子組換え食品の

販売等は禁止 されている。

　 また、安全性審査済みの遺伝子組換 え食品については、

食品衛生法及び農林物資の規格化及び品質表示の適正化

に関する法律 により、表示が義務化 され、遺伝子組換え

食品を使用 している場合はその旨を表示 しなければなら

ない。

　そこで、県内に流通 している豆腐等の原材料 となる大

豆穀粒について、表示が適正に行われているか どうかの

確 認 をす る ため、安 全 性 審査 済 み の組 換 え遺 伝 子

(RoundupReady　 Soy系 統)混 入率を検査 したので報告

する。

Ⅱ.研 究方法

　 1.試 料

　　　大豆穀粒(県 内の豆腐製造業者及び卸業者から収

　　去 したもの)10検 体

　 2.検 査方法

　　 1)試 料粉砕

－427－



　　大豆穀粒を粉砕器で細か く粉砕 した。

2)DNA抽 出

　　DNeasy　 Plant　Maxi　kit(QIAGEN社)を 使用 し、

粉砕大豆からDNA抽 出を行 った。

3)DNA濃 度測定

　　抽出したDNA抽 出溶液の紫外吸光スペク トル

　 (測定波長230nm、260　 nm、280　 nm)を 測定 し、

その吸光度か ら抽出溶液の純度及びDNA濃 度 を

確認 した。抽出溶液を希釈 し、定量PCR用 溶液

　を調製 した。

4)定 量PCR

　　通知法1)及びJAS法2)に 基づ き、TaqMan　Chem-

istryを 応用 した定量PCR法 を行った。これは遺

伝子組換 え食品に存在する組換え遺伝子をPCR

　 (ポリメラーゼ連鎖反応)に より特異的に増幅さ

せ、混入率を定量的に求める方法である。

　　今回は、非組換え大豆及び組換え大豆の どちら

　にも存在するレクチン遺伝子(内 在性遺伝子)と

組換 え大豆 のみ に存在する組換 え遺伝子につい

て、それぞれのコピー数 を求め、その値 とあらか

　じめ示 されている係数(内 標比)か ら組換え遺伝

子混入率を算出した。

使用機i器:ABI　 PRISM　 TM　7000

　　　　　　Sequence　Detector　System

通管理(IPハ ンドリング)を 適正に行 っている場合に

おいて も、意図せ ざる混入は避けられないため、混入率

5%以 下(大 豆及びとうもろこし)で あれば表示の義務

は生 じないことになっている。今回、組換え遺伝子が検

出された検体 については、 ともに5%未 満であるため、

「遺伝子組換 え食品含有」 または 「不分別」の表示義務

は生 じず、IPハ ンドリングが適正に行われていると考

えられた。

　この検査では、PCRを 行 うため、わずかなコンタミ

ネーションがあっても、間違った検出結果を示す可能性

がある。 したがって、検査結果の精度 を高めるためにも、

DNA抽 出や試料調製におけるコンタミネーション防止

には細心の注意を払 う必要があると思われた。
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Ⅲ.結 果

　 1.DNA抽 出

　　このキットによるDNA収 量 は1g当 た り74.5μg
～316 .5μgの 範囲で得られ、PCR反 応には十分な量

　であった。

　　抽出溶液の純度 の 目安 として、大豆種子であれば

260nm及 び280　nmの 吸 光 度 比

　 (OD　260　nm/OD　 280　nm)が1.7～2.0あ ればDNAが

十分に精製 されていることを示すが、すべての検体に

おいて良好 な結果が得られた。

　　また、PCR反 応の阻害物質となる糖やエタノール

等の低分子化合物が残存 しているか どうかの 目安 とな

　る230nm及 び260nmの 吸 光度比(OD260nm/

OD　230　nm)に ついてもすべての検体において2。0付近

　とな り、良好な結果であった。

　2.定 量PCR

　　10検 体中2検 体か らそれぞれ0.44%(原 産国不明)、

0.13%(カ ナダ産)の 組換え遺伝子が検出された。

Ⅳ.考 察

　遺伝子組換え食品においては、非遺伝子組換え食品と

遺伝子組換 え食品が混ざらないようにするための分別流
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